
徳
島
県
規
則
第
十
六
号

徳
島
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
六
年
三
月
十
九
日

徳
島
県
知
事

後

藤

田

正

純

徳
島
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

徳
島
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
平
成
三
年
徳
島
県
規
則
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
起
業
家
支
援
室
及
び
」
を
削
る
。

第
三
条
第
二
項
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

研
究
室
に
係
る
利
用
許
可
申
請
書
に
は
、
次
に
掲
げ
る
書
類
を
添
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

履
歴
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
社
歴
）
を
記
載
し
た
書
類

二

住
民
票
の
写
し
（
法
人
に
あ
っ
て
は
、
登
記
事
項
証
明
書
）

三

研
究
の
内
容
等
を
記
載
し
た
書
類

四

そ
の
他
所
長
が
必
要
と
認
め
る
書
類

第
四
条
の
見
出
し
中
「
起
業
家
支
援
室
等
」
を
「
研
究
室
」
に
改
め
、
同
条
中
「
起
業
家
支
援
室
等
」

を
「
研
究
室
」
に
、
「
起
業
家
支
援
室
（
研
究
室
）
利
用
許
可
期
間
延
長
申
請
書
」
を
「
研
究
室
利
用
許

可
期
間
延
長
申
請
書
」
に
、
「
経
営
の
方
針
又
は
研
究
の
計
画
」
を
「
研
究
の
内
容
等
」
に
改
め
る
。

第
八
条
の
見
出
し
を
「
（
研
究
室
の
模
様
替
等
の
申
請
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
起
業
家
支
援
室
等
の

模
様
替
え
」
を
「
研
究
室
の
模
様
替
」
に
、
「
起
業
家
支
援
室
（
研
究
室
）
模
様
替
え
等
承
認
申
請
書
」

を
「
研
究
室
模
様
替
等
承
認
申
請
書
」
に
改
め
る
。

第
九
条
の
見
出
し
中
「
起
業
家
支
援
室
等
」
を
「
研
究
室
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
中
「
起
業
家
支
援

室
（
研
究
室
）
利
用
終
了
届
出
書
」
を
「
研
究
室
利
用
終
了
届
出
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
起
業

家
支
援
室
（
研
究
室
）
利
用
終
了
届
出
書
」
を
「
研
究
室
利
用
終
了
届
出
書
」
に
、
「
起
業
家
支
援
室
等

」
を
「
研
究
室
」
に
改
め
る
。

第
十
条
中
「
起
業
家
支
援
室
等
」
を
「
研
究
室
」
に
改
め
る
。

第
十
一
条
の
見
出
し
中
「
事
業
又
は
」
を
削
り
、
同
条
中
「
起
業
家
支
援
室
等
」
を
「
研
究
室
」
に
改

め
、
「
事
業
又
は
」
を
削
る
。

別
表
機
械
器
具
使
用
料
の
項
中
第
六
号
を
削
り
、
第
七
号
を
第
六
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
二
十
五
号

ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
二
十
六
号
を
削
り
、
第
二
十
七
号
を
第
二
十
五
号
と
し
、
第
二
十
八
号

か
ら
第
三
十
一
号
ま
で
を
二
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
三
十
二
号
を
削
り
、
第
三
十
三
号
を
第
三
十
号
と
し

、
第
三
十
四
号
か
ら
第
百
四
十
七
号
ま
で
を
三
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
百
四
十
八
号
を
削
り
、
第
百
四
十

九
号
を
第
百
四
十
五
号
と
し
、
第
百
五
十
号
を
第
百
四
十
六
号
と
し
、
第
百
五
十
一
号
を
削
り
、
同
項
第

百
五
十
二
号
中
「
非
接
触
式
三
次
元
ス
キ
ャ
ナ
装
置
」
を
「
非
接
触
式
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
装
置
」
に
改
め
、

同
号
を
同
項
第
百
四
十
七
号
と
し
、
同
項
中
第
百
五
十
三
号
を
第
百
四
十
八
号
と
し
、
第
百
五
十
四
号
を

第
百
四
十
九
号
と
し
、
第
百
五
十
五
号
を
削
り
、
第
百
五
十
六
号
を
第
百
五
十
号
と
し
、
第
百
五
十
七
号

か
ら
第
百
九
十
一
号
ま
で
を
六
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
第
百
九
十
二
号
を
削
り
、
第
百
九
十
三
号
を
第
百
八

十
六
号
と
し
、
第
百
九
十
四
号
か
ら
第
二
百
三
十
九
号
ま
で
を
七
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
二
百
四
十

号
中
「
ア
ー
ム
式
三
次
元
ス
キ
ャ
ナ
」
を
「
ア
ー
ム
式
３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
百

三
十
三
号
と
し
、
同
項
第
二
百
四
十
一
号
中
「
Ｓ
Ｌ
Ａ
式
三
次
元
プ
リ
ン
タ
」
を
「
Ｓ
Ｌ
Ａ
式
３
Ｄ
プ
リ

ン
タ
」
に
、
「
二
七
〇
円
」
を
「
三
三
〇
円
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
百
三
十
四
号
と
し
、
同
項
中



第
二
百
四
十
二
号
を
第
二
百
三
十
五
号
と
し
、
第
二
百
四
十
三
号
か
ら
第
二
百
六
十
四
号
ま
で
を
七
号
ず

つ
繰
り
上
げ
、
同
項
第
二
百
六
十
五
号
中
「
金
属
三
次
元
プ
リ
ン
タ
（
造
形
装
置
）
」
を
「
金
属
３
Ｄ
プ

リ
ン
タ
（
造
形
装
置
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
百
五
十
八
号
と
し
、
同
項
第
二
百
六
十
六
号
中
「

金
属
三
次
元
プ
リ
ン
タ
（
脱
脂
装
置
）
」
を
「
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
（
脱
脂
装
置
）
」
に
改
め
、
同
号
を

同
項
第
二
百
五
十
九
号
と
し
、
同
項
第
二
百
六
十
七
号
中
「
金
属
三
次
元
プ
リ
ン
タ
（
焼
結
装
置
）
」
を

「
金
属
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
（
焼
結
装
置
）
」
に
改
め
、
同
号
を
同
項
第
二
百
六
十
号
と
し
、
同
項
中
第
二
百

六
十
八
号
を
第
二
百
六
十
一
号
と
し
、
第
二
百
六
十
九
号
を
第
二
百
六
十
二
号
と
し
、
第
二
百
七
十
号
を

第
二
百
六
十
三
号
と
し
、
同
項
に
次
の
四
号
を
加
え
る
。

二
百
六
十
四

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
ポ
リ
ッ
シ
ャ

一
台
一
時
間

二
、
○
九
○
円

二
百
六
十
五

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ナ

一
台
一
時
間

一
、
○
五
○
円

二
百
六
十
六

３
Ｄ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
タ
処
理
ソ
フ
ト

一
台
一
時
間

五
五
〇
円

二
百
六
十
七

Ｆ
Ｆ
Ｆ
式
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ

一
台
一
時
間

三
九
○
円

別
表
試
験
手
数
料
の
項
第
一
号
中
３
及
び
４
を
削
り
、
同
項
第
十
一
号
中

を

と
し
、

の
次
に
次

28

29

27

の
よ
う
に
加
え
る
。

ク
ロ
ス
セ
ク
シ
ョ
ン
ポ
リ
ッ
シ
ャ
を
使
用
し
て

一
件

28
行
う
試
験

㈠

試
験
時
間
が
一
時
間
以
内
の
場
合

六
、
四
九
〇
円

㈡

試
験
時
間
が
一
時
間
を
超
え
る
場
合

六
千
四
百
九
十
円
に
試

験
時
間
の
時
間
数
（
一

時
間
に
満
た
な
い
端
数

は
一
と
す
る
。
）
か
ら

一
を
減
じ
た
数
に
二
千

九
十
円
を
乗
じ
て
得
た

額
を
加
算
し
た
額

「電
話

様
式
中
「，

」
を
「、

」
に
、
「電

話

」
を

に
改
め
る
。

電
子
メ

ール
ア
ド
レ
ス

」

「

起
業
家

様
式
第
一
号
そ
の
一
の
注
１
中
「起

業
家
支
援
室
及
び

」
を
削
り
、
同
様
式
そ
の
二
中

（研

「

支
援
室

研
究
室

を

に
改
め
、
「起

業
家
支
援
室
又
は

」
を
削
る
。

究
室

）

(区
分
番
号

：

)

」

」

様
式
第
二
号
中
「起
業
家
支
援
室

（研
究
室

）利
用
許
可
期
間
延
長
申
請
書

」
を
「研

究
室
利
用
許
可

期
間
延
長
申
請
書

」
に
、
「起

業
家
支
援
室

（研
究
室

）の

」
を
「研

究
室
の

」
に
改
め
る
。

様
式
第
四
号
中
「起

業
家
支
援
室

（研
究
室

）模
様
替
え
等
承
認
申
請
書

」
を
「研

究
室
模
様
替
等
承

認
申
請
書

」
に
、
「起

業
家
支
援
室

（研
究
室

）の

」
を
「研

究
室
の

」
に
、
「模

様
替
え
又
は

」
を
「

模
様
替
又
は

」
に
改
め
る
。



様
式
第
五
号
中
「起

業
家
支
援
室

（研
究
室

）利
用
終
了
届
出
書

」
を
「研

究
室
利
用
終
了
届
出
書

」

に
、
「起

業
家
支
援
室

（研
究
室

）を

」
を
「研

究
室
を

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
規
則
は
、
令
和
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
項
の
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら

施
行
す
る
。

（
準
備
行
為
）

２

徳
島
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
（
令
和

六
年
徳
島
県
条
例
第
十
九
号
）
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
利
用
の
許
可
及
び
利
用
の
許
可
の
期
間
の

延
長
の
申
請
は
、
改
正
後
の
徳
島
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
（
以
下
「
新
規
則
」
と
い
う
。

）
第
三
条
第
二
項
、
第
四
条
、
様
式
第
一
号
そ
の
二
及
び
様
式
第
二
号
の
規
定
の
例
に
よ
り
行
う
こ
と

が
で
き
る
。

（
経
過
措
置
）

３

新
規
則
第
十
一
条
の
規
定
は
、
こ
の
規
則
の
施
行
の
日
以
後
に
行
わ
れ
る
研
究
に
係
る
概
要
の
報
告

に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
行
わ
れ
る
事
業
又
は
研
究
に
係
る
概
要
の
報
告
に
つ
い
て
は
、
な
お
従

前
の
例
に
よ
る
。

４

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
申
請
等
が
な
さ
れ
て
い
る
機
械
器
具
の
利
用
又
は
試
験
に
係
る
使
用
料

又
は
手
数
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

５

新
規
則
の
様
式
に
相
当
す
る
改
正
前
の
徳
島
県
立
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
管
理
規
則
に
定
め
る
様
式
に

よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
所
要
の
調
整
を
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。


